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「まなびすとフォーラム」報告書 
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会 場：埼玉県立鷲宮高等学校 
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後援：久喜市教育委員会  

製作・発行：久喜市生涯学習推進部   

生涯学習研修大会概要 

１． 開会式・来賓挨拶 

２． 主催者挨拶 

３． フォーラム内容 

４． アンケート結果のまとめ 

５． 開催概要と今後への課題  

６． 添付資料：グループ討議結果  
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１．開会式・来賓挨拶 
 

  

久喜市教育委員会教育長： 埼玉県立鷲宮高等学校校長： 

久喜市長：梅田修一様挨拶     柿沼光夫様挨拶     森田剛夫様挨拶  

 

 

２．主催者挨拶 

久喜市生涯学習推進会議議長：平  忠昭  

挨拶  要約：討議への期待  

年号が平成から令和に代わり、また、合併１０周年と言う節目の年の

第１０回久喜市生涯学習研修大会「まなびすとフォーラム」を迎えること

が出来ました。 

１） 今回のテーマは「自分づくりと学び」というテーマで、市民一人ひとりが、生涯を通じて学び、

自己を形成して行く人生の中で、人と人との関わりについて考える大切さを討議する内容

です。 

２） このフォーラムは、久喜市のまちづくりフォーラムで、テーマがその目的に沿うものなのか。と

言うご意見もありますが、家庭・地域（自治会・町会）・団体等の地域社会で、市民の皆さ

んは、日頃話し合いながら地域社会を良くし、久喜市を少しでもよくしようと、無意識のうち

に活動しています。それを今回集まって、話し合い確認すると言う、ところに意義があり、目

的の一端が達成されるものと思います。  

３） ワークショップでは、参加者全員が意見を述べ、聞く事で、参加者同士の熱心な議論が展

開され、相互理解が出来、中身の濃いワークショップになることを期待しております。約９０

分の討議は時間的に十分とは言えませんが、高校生の皆さんの積極的な参加で、このよう

な若者の皆さんが、これからの地域起こしを自分の学びとして捉え、行動してくれることに期

待したいと思います。 
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３．フォーラム内容 

１）討議風景 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）討議結果発表風景 
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３）グループでの討議結果の要約（キーワード一覧） 

 各グループの発表内容と発表資料を参考にキーワードを抽出一覧表にまとめました。  

しかし、皆様のグループ討議内容を十分把握できない部分もありますが記載内容から抽出

する努力を致しました。十分な抽出が出来なかった部分についてはお詫びいたします。  

 皆様の討議内容の詳細は添付のグループ発表資料を参照願います。 

 

第 10 回まなびすとフォーラム討議結果のグループ別キーワード一覧表  

 

注）色分け分類：  

  
人との繋がり  学びの機会  きっかけ創り  地域を知る  
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４．アンケート結果の纏め 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

初めての参加者が 74%である 

自分の事と思っている方が 33％である 

テーマとしては分かりづらい面があった 

満足とやや満足で 73％である 
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５．開催の概要と今後への課題 

研修大会の結果と今後に向けて    生涯学習推進部委員長 宮内 智 

 

 第１０回「まなびすとフォーラム」にご参加いただきまして

ありがとうございました。開催に向けての反省事項、皆様のテ

ーマに対するご意見、アンケートの内容等を項目別に記入しま

したのでご確認をお願いします。  

 

１． 会場について 

今回は県立鷲宮高校の学生食堂をお借りして開催しました。当日は１７３名の参

加を頂きましたが１室での開催に徹したために大変狭さを感じさせてしまいました。

１０名のグループ分けも意見の発表時間が制約され十分な話し合いが出来なかった

様に思います。今後の開催は７～８名程度の人員にして多くの討議や意見が可能な

体制にしたいと考えています。  

 

２． テーマについて 

 今回は「自分づくりと学び」とは、で実施しましたが、テーマの趣旨が理解でき

ず何を話したら良いのか手間取ってしまったとのご意見がありました。開催時に内

容について説明の時間がありましたが言葉で聞いただけでは理解が難しかった様に

感じました。市民一人ひとりが、生涯を通して学び、自己を形成していく人生の中

で、人と人との関わりにつて考える大切さを討議して頂きたかった事を皆さんで意

見交換をお願いしたいと思っていました。これからはもう少し具体的なテーマ設定

を実施して参加者のお話を聞く様にしたいと考えます。  

 

３． グループのまとめ、キーワードについて  

 今回のテーマから、人づくりは人とのつながりが大切という事が多くのグループ

にて討議されていました。つながりには地域住民との交流そしてイベントへの参加

により、情報を仕入れ自分の自己研鑽に役立つ事が大切であると結論付けています。

地域住民との交流ですが、それは地域を知る事が先決です。地域の学校と子供達と

のふれあい、そして地域の文化を知り継承して行くことは自分の勉強に繋がってい

きます。また、学びとは、生涯にわたりあらゆる学習が求められています。いつで

も、どこでも好きな時に自分づくりの勉強を進めていければと思います。きっかけ

創りは、定年を迎えて健康や趣味を生かす為のスポーツへの参画など、興味を持っ

た所でスタートを実行して行こうとしています。  

 

４． アンケートについて  

 開催については７３パーセントの方から満足・やや満足を頂きましたが、不満・

やや不満のご意見も８パーセントありました。多くの世代の方々とお話が出来て良

かった、今後も参加したいとの感想を頂いています。地域とのかかわりには環境整

備の必要性が要求され、公民館やコミュニティセンターの活用が叫ばれています。  

皆様から頂いたご意見・要望はこれからの推進部の活動に活用させて頂きます。  
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添付資料：グループ討議結果 

 

１） グループ発表資料  

目      次  ページ 

第 １グループ       ０８ 

第 ２グループ       ０８ 

第 ３グループ       ０９ 

第 ４グループ       ０９ 

第 ５グループ       １０ 

第 ６グループ       １０ 

第 ７グループ       １１ 

第 ８グループ       １２ 

第 ９グループ       １２ 

第１０グループ       １３ 

第１１グループ       １３ 

第１２グループ       １４ 

第１３グループ       １４ 

第１４グループ       １５ 

第１５グループ       １５ 

第１６グループ       １６ 

第１７グループ       １６ 

 

２） アンケート統計資料  １７ 

 

  

討議は、10～ 70 歳代の幅広い年代の

10 人のグループ構成で行いました。異

なる考え、意見を世代間で共有できた

でしょうか？  
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第１グループ発表資料： 

（学び、人との関わり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２グループ発表資料： 

（生きる力を育む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



9 

 

第３グループ発表資料： 

（自分づくりと学びとはの間の項目（人との関わり）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４グループ発表資料： 

（地域貢献） 
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第５グループ発表資料： 

（自分づくりは人とのつながりの中で！！） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６グループ発表資料： 

（こと：コミュニケーション、環境、自己研鑽、健康、趣味） 
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第７グループ発表資料： 

自分づくりとは（勉強、趣味活動、居場所、自立） 
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第８グループ発表資料： 

（人間関係：学校、友人、地域とのふれあい）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９グループ発表資料： 

（地域行事への参加、家庭、学校・子供との兼ね合い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



13 

 

第１０グループ発表資料： 

（地域学習：地域活動に参加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１１グループ発表資料： 

（人は一人では生きられない 初めの一歩を踏み出す勇気） 
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第１２グループ発表資料： 

（家族以外の人との関わり（地域活動への参画）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１３グループ発表資料： 

（出会いコミュニティ学びは地域の出会い、人脈創り） 
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第１４グループ発表資料： 

（自分づくりは憧れ、自分の意見を持ち、他者との繋がり大切） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１５グループ発表資料： 

（地域・ひとから学ぶ自分づくり。そして、そのお返しを！） 
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第１６グループ発表資料： 

（先ず参加 そのために） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１７グループ発表資料： 

（「感謝」の気持ちを「力」に変える） 
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２）フォーラム統計 
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編集後記 

第１０回「まなびすとフォーラム」にご参加いただき、また、ワークショップ

において、貴重なご意見を頂きありがとうございます。  

 

今回の「まなびすとフォーラム」では、多くのことを変えることになりました。

私の考える、「まなびすとフォーラム」は、本来の目的とは何か、あるべき姿は何

か？という疑問からのスタートでした。報告書は、皆様に討議の結果をそのまま、

お届けし、考える材料をご提供することだと考えました。 

 

それが、良いという人、悪いという人、様々である。少しでもあるべき姿に戻

し、何が出来るか、何を新しくするか、世の中の変化と共に、久喜市の生涯学習

のためになればという基本理念のもとにこの半年を黙々と謎解きの連続を楽しん

だと言えば嘘になります。楽しく努力してきました。  

 

生涯学習推進部委員の方々のご協力により新しいスタイルの報告書が完成いた

しました。今後は、これらを手伝って頂き、久喜市の生涯学習を一所懸命支えて

こられた方々の積み重ねを如何に次世代に引き継ぐかその為には、蓄積してきた

資料、ノウハウを如何に活かすかは、長年、各担当委員は自宅を作業場所として

進めてきました。  

 

最後になりますが、当日ご参加下さいましたみなさまに改めてお礼申し上げます。 

 

第１０回まなびすとフォーラム実行委員長（明石實正）  


